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予
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観
点
か
ら
、
外
部
か
ら
内
部
の
様

子
を
確
認
で
き
る
構
造
と
し
、
地

域
と
協
力
し
な
が
ら
児
童
の
安
全

性
を
確
保
し
ま
す
。

　

建
設
工
事
は
、
平
成
十
八
年
三

月
に
は
工
事
を
完
了
し
、
同
年
四

月
の
利
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

施
設
の
外
観
は
、
周
辺
の
町
並

み
と
の
調
和
や
、
亀
山
の
景
観
を

損
な
わ
な
い
こ
と
な
ど
に
配
慮
し

た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
専
用
部
分
の
「
普
通
教

室
棟
」
と
、
小
学
校
と
一
般
と
が

共
用
す
る
「
特
別
教
室
棟
」
「
体

育
館
・
プ
ー
ル
・
専
用
講
堂
棟
」

を
Ｌ
字
型
に
配
置
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
面
す
る
普
通
教
室
棟
と
特
別
教

室
棟
を
平
屋
建
て
と
し
、
緩
や
か

な
傾
斜
の
屋
根
を
設
け
る
こ
と
で

亀
山
や
越
前
大
野
城
が
美
し
く
引

き
立
つ
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

児
童
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
児
童
用
と
一
般
用
の
玄
関
を

別
々
に
設
け
、
普
通
教
室
棟
へ
は

一
般
の
利
用
者
が
立
ち
入
れ
な
い

よ
う
制
限
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
教
室
と
特
別
教
室

の
間
に
職
員
室
を
置
き
、
玄
関
に

は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
の
見
守
り
と
い
う

　

今
回
の
実
施
設
計
は
、
平
成
十

四
年
三
月
に
策
定
し
た
、
亀
山
周

辺
整
備
基
本
計
画
の
「
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
基
本
計
画
」
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
学
校
関
係
者
や
公
民
館
を

利
用
す
る
団
体
な
ど
、
実
際
に
施

設
を
利
用
す
る
人
た
ち
の
意
見
を

聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
を
盛
り

込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は

○
有
終
西
小
学
校
と
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
大
野
公
民
館
の
機
能

を
備
え
た
複
合
施
設
と
す
る

○
学
校
が
使
っ
て
い
な
い
時
間
帯

は
施
設
を
一
般
に
開
放
し
、
複

合
施
設
の
特
性
を
生
か
し
た
利

用
を
図
る

○
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
生

涯
を
通
じ
て
「
集
い
・
遊
び
・

学
び
あ
う
」
た
め
の
文
化
の
発

信
地
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

有
終
西
小
学
校
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

大
野
公
民
館
の
複
合
施
設
と
な
る
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
実
施
設
計
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

集
い
・
遊
び
・
学
び
あ
う

景
観
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン

18
年
４
月
に
利
用
開
始

児
童
の
安
全
性



（３）2004.8  広報おおの

　

第
三
百
三
十
二
回
定
例
市
議
会

が
、
六
月
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
十
四
議
案
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
地
方
分
権
を
確
立
す
る

た
め
の
真
の
三
位
一
体
改
革
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
二
件

の
市
会
案
は
原
案
通
り
可
決
、「
寒

冷
地
手
当
の
見
直
し
に
関
す
る
陳

情
」
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千
七
百
六
十
二

万
七
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
は
百
四
十
六
億
八
千
九
百
九
十

三
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
大
野
屋
二
階
蔵
を
改
修

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内

容
は
、
平
成
大
野
屋
の
二
階
蔵
を

体
験
型
観
光
施
設
に
改
修
す
る

「
ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設
整
備

事
業
」
や
、
集
落
セ
ン
タ
ー
の
増

改
築
に
補
助
を
行
う
「
中
部
縦
貫

道
対
策
事
業
」
な
ど
で
す
。

施
設
の
概
要

●
建
築
物　

鉄
骨
造
り
平
屋
建
・

一
部
二
階
建
（
延
べ
面
積
九

千
八
百
四
十
七
平
方
㍍
）

　

普
通
教
室
棟　

小
学
校
の
専
用

部
分
。
教
室
と
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
配
置
、
工
作
や
読

書
、
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
弾

力
的
な
利
用
が
可
能

　

特
別
教
室
棟　

一
般
と
の
共
用

　
　

部
分
。
図
書
室
や
コ
ン
ピ
ュ

　
　

ー
タ
ー
室
、
家
庭
科
室
な
ど

を
配
置
、
東
側
通
路
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
利
用
可
能

　

体
育
館
・
プ
ー
ル
・
専
用
講
堂
棟

　
　

圧
迫
感
が
生
じ
な
い
よ
う
普

通
教
室
棟
の
北
側
へ
配
置

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

　
　

二
階
部
分
に
和
・
洋
室
、
各

種
団
体
室
を
配
置

●
グ
ラ
ウ
ン
ド　

百
㍍
直
走
路
、

二
百
㍍
周
回
路

●
回
廊　

周
辺
環
境
と
の
境
界
な

ど
の
役
割
を
果
た
す
開
放
的

な
歩
行
空
間

●
駐
車
場　

百
台
分

●
総
事
業
費　

三
十
一
億
八
千
万
円

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
庶
務
課
（
☎
66
・

　

１
１
１
１
内
線
５
１
１
）

グラウンド

旧内山家

図書室

職員室

理科室

体育館体育館

保健室

音楽室

ランチ
ルーム

一般用
玄関
一般用
玄関

事務室
ボランティアルーム

児童用
玄関

ミーティ
ング室

専用講堂
調理室

調理
教室プールプール

教　　　　　　室

図工室

創作
準備室
木工・
陶芸室

家庭科室

コンピュ
ーター室

200㍍
　周回路

100㍍直走路

オープンスペースオープンスペース

回　
　

廊

百
間
堀

クラブ室

洋室団体室 洋室

吹　　抜 吹　　　抜 吹　　抜

和室 和室和室 和室
洋室

北

１階平面図

２階平面図

一
般
会
計
に
五
千
七

百
万
円
余
り
を
追
加

北

小学校の専用部分

一般との共用部分
生涯学習センター・
公民館部分



市
制
50
周
年
記
念
式
典
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市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
携
わ
り
、
そ
の
充
実
と
発
展

に
貢
献
し
た
十
一
人
に
対
し
て
、

市
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

　

収
入
役
を
八
年
間
、
市
の
出

納
責
任
者
と
し
て
、
歳
入
・
歳

出
の
適
正
な
執
行
に
尽
力

　

行
政
連
絡
嘱
託
員
と
し
て
十

五
年
余
り
、
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
と
地
区
自
治
活
動
に
尽
力

　

地
下
水
保
全
基
金
に
多
額
の

寄
付
を
行
う
と
と
も
に
、
雇
用

面
で
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

　

市
森
林
組
合
組
合
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
県
林
業
関
係
団
体

役
員
を
歴
任
。
四
十
七
年
余
り

一
貫
し
て
林
業
の
振
興
に
寄
与

　

昭
和
二
十
九
年
か
ら
各
種
統

計
調
査
員
と
し
て
貢
献
。
文
化

協
会
の
運
営
に
尽
力
す
る
な
ど

文
化
振
興
に
も
寄
与

　

地
下
水
保
全
基
金
に
多
額
の

寄
付
を
行
う
と
と
も
に
、
地
元

企
業
の
経
営
安
定
に
寄
与

　　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
自
然

交
流
事
業
「
カ
ン
ト
リ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
開
催
。
市
外
小
学

生
の
交
流
と
教
育
振
興
に
寄
与

飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

市
政
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
、
市
民

の
模
範
と
な
る
よ
う
な

活
動
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
四
団
体
・
二
個

人
に
対
し
、
市
長
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

　

会
員
が
自
費
で
購
入
し
た
人

力
車
を
運
行
し
て
市
内
の
観
光

名
所
を
案
内
。
観
光
振
興
や
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
寄
与

　

七
月
一
日
、
市
制
施
行
五
十
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
を
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
や
友
好
市
町
、
近
隣

市
町
村
な
ど
か
ら
約
四
百
八
十
人

が
参
加
。
市
の
歩
み
を
ま
と
め
た

ビ
デ
オ
上
映
の
後
、
市
民
憲
章
の

唱
和
や
、
記
念
表
彰
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
続
い
て
福
井
大
学
の
小

嶋
眞
平
学
長
が
記
念
講
演
を
行

い
、
五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
将
来
へ
向
け
一
層
の

越前こぶし組
（組頭　朝日正幸さん）

ＯＡＳＩＳ協会
（会長　伊藤一康さん）

山奥　巖さん
（日吉町）

松田榮彦さん
（本町）

越前信用金庫
（理事長　田中忠幸さん）

故 長谷川義治さん
（木本）

小林時彦さん
（牛ヶ原）

ニチコン株式会社
（大野工場長　
　池田善重さん）

自
治
振
興
功
労

50
周
年
記
念
表
彰

平
成
16
年
度

　
　

市
政
功
労
者
表
彰

市
制
50
周
年
記
念
式
典　

表
彰
や
講
演
会
な
ど
で
祝
う

表
彰
や
講
演
会
な
ど
で
祝
う



　

学
校
薬
剤
師
と
し
て
二
十
年

余
り
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
管

理
と
学
校
の
保
健
活
動
に
尽
力

　

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

と
市
史
編
さ
ん
委
員
を
通
算

二
十
二
年
余
り
、
市
の
歴
史
文

化
の
保
存
に
尽
力

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会

長
と
理
事
長
を
二
十
八
年
余

り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
振

興
に
尽
力

　

体
育
指
導
委
員
と
し
て
十
七

年
余
り
、
社
会
体
育
に
指
導
力

を
発
揮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力

　

保
護
司
と
し
て
十
三
年
余

り
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ

て
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更

正
に
尽
力

（５）2004.8  広報おおの

中山一代さん
（（有明町））

小嶋節子さん
（土打）

社
会
事
業
功
労

山田克春さん
（春日）

今村光紀さん
（明倫町）

教
育
文
化
功
労

西川エツ子さん
（中挾）

古瀬德和さん
（本町）

小倉長良さん
（弥生町）

前田昭司さん
（西勝原）

　

消
防
団
員
と
し
て
三
十
年
余

り
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
と

消
防
の
発
展
に
尽
力

山田政信さん
（富嶋）

消
防
功
労

本
人
の
希
望
に
よ
り
、
掲

載
し
て
お
り
ま
せ
ん

　

第
二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
が
七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
福

井
県
選
挙
区
で
山
崎
正
昭
さ
ん
が

当
選
し
ま
し
た
。

　

当
市
の
投
票
率
は
、
選
挙
区
が

六
五
・
一
一
％
、
比
例
代
表
が

六
五
・
一
〇
％
で
し
た
。
前
回
と

の
比
較
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
四
・
七
四

ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

比例代表の政党別得票数

　　　　　　　　 　 県　　　　 市
自由民主党　　　168,274　（9,711）
民主党　　　　　129,119　（6,041）
公明党　　　　　  45,070　（1,750）
日本共産党　　　  16,969　  （867）
社会民主党　　　  12,332　  （505）
女性党　　　　　　 5,642　  （253）
みどりの会議　　　 4,789　  （206）
維新政党・新風　　   689 （26）

有効投票　　　　382,896 （19,362）
無効投票・その他  17,325  （1,157）
投票総数　　　　400,221 （20,519）

※各党のあん分票は、切り捨てて表示
　しています

選挙区の候補者別得票数

当日の有権者数
　男　14,851
　女　16,658
　計　31,509

投票者数と投票率
　男　  9,832（66.20％）
　女　10,682（64.13％）
　計　20,514（65.11％）
　有効投票　　　 20,052
　無効投票・その他　462

候補者別の得票数（　）大野市分
◎山崎　正昭　218,885（13,323）
　五十川まきこ147,419  （5,777）
　宇野　邦弘　  24,250　 （952）

第
20
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
率
（
選
挙
区
）
は
６
５
・
１
１
％
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平
成　
年
度
財
政
公
表

こ
れ
が
こ
れ
が

お
お
の
の

家
計
簿
で
す

 13

市
の

家
計
簿
で
す

市
の

家
計
簿
で
す

平
成　

年
度

財
政
公
表
15

市
の

家
計
簿
で
す

　

歳
入
総
額
は
、
百
五
十
一
億
七

千
二
百
六
十
八
万
円
（
前
年
度
比

〇
・
四
％
減
）
で
し
た
。

　

歳
入
全
体
で
最
も
多
い
の
が
地

方
交
付
税
で
、
全
体
の
三
一
・
八

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
地
方

交
付
税
は
、
自
主
財
源
が
乏
し
い

自
治
体
に
対
し
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。
市
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
自
主
財
源
の
中
心
と

な
る
市
税
は
、
全
体
の
二
四
・
一

％
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
市
の
借
入
金
と
な
る

市
債
は
、
十
五
年
度
末
（
一
般
会

計
）
現
在
高
で
、
百
八
億
三
千
九

百
五
十
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平成15年度の会計決算がまとまり
ました。一人ひとりの暮らしと密接な
かかわりのある『市の財政』。納めた
税金がどのように使われたのか、その
概要をお知らせします。

1億 2億 10億 20億

固 定 資 産 税

市 民 税

た　ば　こ　税

都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

入 湯 税

市
税
の
内
訳

18億8,192万円

13億5,989万円

1億9,521万円

1億5,185万円

7,471万円

13万円

　　歳出を市民一人当たりに換算すると
　　　　　　　　　　　　　　36万7,576円
民生費

71,392円
（68,439円）

教育費

50,926円
（46,680円）

総務費

45,258円
（40,102円）

土木費

43,558円
（48,735円）

衛生費

42,588円
（40,669円）

公債費

37,344円
（37,027円）

歳　

 

入

一般会計
完成した富田小学校

目  

的  

別  

決  

算  

額

商工費・消防費・災害復旧費など

歳出合計
146億2,767万円

依存財源
92億599万円
　　（60.7％）

自主財源
59億6,669万円
　　（39.3％）

歳入合計
151億7,268万円

地方交付税
48億2,772万円
　（31.8％）

市税
36億6,371万円
（24.1％）

繰越金
9億3,380万円

その他
15億1,629万円

国庫支出金
11億　　  
9,606万円

　　県支出金
11億8,254万円

（6.2％）

（7.8％）

　市債
11億5,840万円
（7.6％）

（10.0％）

諸収入
6億9,416万円
（4.6％）

12億6,827万円
　（8.7％）

農林
水産業費 民生費

28億4,104万円
     （19.4％）

衛生費
16億9,480万円
　　（11.6％）

土木費
17億

3,338万円
（11.8％）

教育費
20億2,659万円
   （13.9％）

総務費
18億103万円
  （12.3％）

　公債費
14億8,611万円
　　（10.2％）

17億7,645万円
　　（12.1％）

その他

普通建設事業費
　　　　28億1,114万円（19.2％）

人件費　29億2,103万円（20.0％）

物件費　20億9,765万円（14.3％）

扶助費　17億1,861万円（11.7％）

補助費等　15億8,584万円（10.9％）

公債費　14億8,587万円（10.2％）

その他　20億　753万円（13.7％）

市税や財産収入、諸
収入など、市が自分
で確保できる財源

地方交付税や国・県支
出金など、市以外に依
存している財源

（7.9％）

性  

質  

別  

決  

算  

額

　　　 （35万5,901円）　（　）内は前年度
農林水産業費

31,870円
（32,044円）

商工費

18,211円
（16,642円）

消防費

13,428円
（12,923円）

その他

13,001円
（12,640円）

議会費

労働費

災害
復旧費

　市民一人当たりの市税負担額
　　　9万2,064円（9万6,466円）　（　）内は前年度
固定資産税

47,290円
（49,254円）

市民税

34,173円
（36,585円）

たばこ税

4,905円
（4,829円）

都市計画税

3,816円
（3,994円）

軽自動車税

1,877円
（1,800円）

入 湯 税

3円
（4円）
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企業会計決算額
水道事業

特別会計決算額

収益的
収　支

資本的
収　支

収入　 １億3,002万円
支出　 １億3,002万円
差引　 　　　　 ０円

収入　　 　8,449万円
支出　 １億1,911万円
差引　　 △3,462万円

（不足額は、留保資金で補てん）

国民健康保険事業
歳入　30億5,907万円
歳出　28億8,486万円
差引 　 1億7,421万円　

老 人 保 健 事 業
歳入　46億6,894万円
歳出　46億6,035万円
差引　　   　859万円

簡 易 水 道 事 業
歳入　  　  6,400万円
歳出　　    5,262万円
差引　　    1,138万円

農業集落排水事業
歳入　  7億8,525万円
歳出　  7億6,587万円
差引　　　1,938万円

下 水 道 事 業
歳入　16億1,081万円
歳出　16億1,081万円
差引　 　  　　　0円

介 護 保 険 事 業
歳入　23億2,587万円
歳出　22億7,825万円
差引　　　4,762万円

　

歳
出
総
額
は
、
百
四
十
六
億
二

千
七
百
六
十
七
万
円
（
前
年
度
比

二
・
三
％
増
）
で
し
た
。

　

目
的
別
の
決
算
で
は
、
民
生
費

や
教
育
費
、
総
務
費
が
、
性
質
別

の
決
算
で
は
、
人
件
費
や
普
通
建

設
事
業
費
、
物
件
費
が
大
き
な
割

合
を
占
め
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
富
田

小
学
校
の
改
築
工
事
や
、
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
計
委

託
に
よ
り
、
教
育
費
が
一
億
五
千

六
十
五
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

目
的
別
決
算
額

　

支
出
の
目
的
ご
と
に
分
類
し
た

　

決
算
額

性
質
別
決
算
額

　

支
出
の
性
質
ご
と
に
分
類
し
た

　

決
算
額

　　歳出を市民一人当たりに換算すると
　　　　　　　　　　　　　　36万7,576円
民生費

71,392円
（68,439円）

教育費

50,926円
（46,680円）

総務費

45,258円
（40,102円）

土木費

43,558円
（48,735円）

衛生費

42,588円
（40,669円）

公債費

37,344円
（37,027円）

主な建設事業の決算額

◆小学校施設整備事業
　（富田小学校の改築工事）
　………………4億 4,105 万円
◆工業団地造成事業
　（小山工業団地の造成）
　………………2億 4,269 万円

◆経営構造対策事業
　（農事組合法人への設備補助）
　………………1億 7,696 万円
◆北部第三土地区画整備事業
　………………1億 8,133 万円
◆農林総合整備事業
　（大野塚原地区などの土地改良）
　………………1億 4,459 万円

歳　

 

出

北部第三土地区画整備事業

目  

的  

別  

決  

算  

額

商工費・消防費・災害復旧費など

歳出合計
146億2,767万円

依存財源
92億599万円
　　（60.7％）

自主財源
59億6,669万円
　　（39.3％）

歳入合計
151億7,268万円

地方交付税
48億2,772万円
　（31.8％）

市税
36億6,371万円
（24.1％）

繰越金
9億3,380万円

その他
15億1,629万円

国庫支出金
11億　　  
9,606万円

　　県支出金
11億8,254万円

（6.2％）

（7.8％）

　市債
11億5,840万円
（7.6％）

（10.0％）

諸収入
6億9,416万円
（4.6％）

12億6,827万円
　（8.7％）

農林
水産業費 民生費

28億4,104万円
     （19.4％）

衛生費
16億9,480万円
　　（11.6％）

土木費
17億

3,338万円
（11.8％）

教育費
20億2,659万円
   （13.9％）

総務費
18億103万円
  （12.3％）

　公債費
14億8,611万円
　　（10.2％）

17億7,645万円
　　（12.1％）

その他

普通建設事業費
　　　　28億1,114万円（19.2％）

人件費　29億2,103万円（20.0％）

物件費　20億9,765万円（14.3％）

扶助費　17億1,861万円（11.7％）

補助費等　15億8,584万円（10.9％）

公債費　14億8,587万円（10.2％）

その他　20億　753万円（13.7％）

市税や財産収入、諸
収入など、市が自分
で確保できる財源

地方交付税や国・県支
出金など、市以外に依
存している財源

（7.9％）

性  

質  

別  

決  

算  

額

　　　 （35万5,901円）　（　）内は前年度
農林水産業費

31,870円
（32,044円）

商工費

18,211円
（16,642円）

消防費

13,428円
（12,923円）

その他

13,001円
（12,640円）
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快　眠　生　活

2004.8　№ 185

～ちょっと気になる健康料理～
グレープフルーツのゼリー

（エネルギー：67㌔㌍　塩分：0㌘／ 1人前）
　あっさりとしたグレープフルーツのゼリーは夏
のおやつにぴったり。よく冷やして涼しげな器で
いただきましょう。
①粉ゼラチンは、100㍉㍑の水でふやかしておく
②グレープフルーツは、実を出して適当な大きさ
　にほぐしておく
③鍋にジュース少量と砂糖を入れて煮溶かす。火
　を止め、①のゼラチンを加えて溶かす
④あら熱をとり、残りのジュースと②のグレープ
　フルーツを加えて混ぜる
⑤水でぬらした器に④を流
　し入れ、冷蔵庫で冷やし
　固めて出来上がり

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（５～６人分）
グレープフルーツジュース
……………500㍉㍑
グレープフルーツ…半分
粉ゼラチン … 10㌘
砂糖 ………… 30㌘
水…………100㍉㍑

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
成
人
の
ほ
ぼ
四
人
に

一
人
が
「
よ
く
眠
れ
な
い
」「
疲
れ
が
と
れ
な
い
」
な
ど

の
睡
眠
に
関
す
る
悩
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
健
康
な
心
と

体
を
保
つ
に
は
、
質
の
良
い
睡
眠
が
大
切
。
今
回
は
、
気

持
ち
良
く
朝
を
迎
え
る
た
め
の
快
眠
法
を
紹
介
し
ま
す
。

（８）

皆さんの健康づくりを後押しします。保健センター（☎65・7333）

【健康おおの21】今月のキャッチフレーズ

その日のストレス持ちこさず、
家に帰れば優しい笑顔

　
「
す
ぐ
に
眠
れ
る
」「
ぐ
っ
す
り

眠
れ
る
」
「
す
っ
き
り
目
覚
め
ら

れ
る
」
の
三
点
が
そ
ろ
っ
て
い
る

状
態
を
、
質
の
良
い
睡
眠
と
い
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
眠
っ
て
い
る
時
間
だ

け
で
は
な
く
、
起
床
か
ら
就
寝
ま

で
の
生
活
リ
ズ
ム
に
大
き
く
関
係

し
て
い
ま
す
。
一
日
の
過
ご
し
方

を
見
直
し
、
質
の
良
い
睡
眠
を
と

れ
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

朝
の
目
覚
め
ス
ッ
キ
リ

▽
毎
日
同
じ
時
間
に
起
床
し
、
し

　

っ
か
り
と
朝
食
を
食
べ
る

▽
朝
の
日
光
を
十
分
に
浴
び
る

▽
休
日
で
も
、
平
日
よ
り
二
時
間

　

以
上
遅
く
ま
で
眠
ら
な
い

昼
の
眠
気
サ
ッ
パ
リ

▽
十
五
分
程
度
の
昼
寝
で
、
午
後

　

の
眠
気
を
解
消
す
る

▽
夜
の
睡
眠
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

　

よ
う
、
長
い
昼
寝
や
午
後
三
時

　

以
降
の
仮
眠
は
避
け
る

▽
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な

　

ど
、
適
度
な
運
動
で
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
を
発
散
す
る

就
寝
前
の
ユ
ッ
タ
リ
時
間

▽
読
書
や
音
楽
な
ど
で
、
心
身
を

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

▽
ぬ
る
め
の
お
風
呂
で
、
交
感
神

　

経
の
緊
張
を
和
ら
げ
る

▽
就
寝
四
時
間
前
か
ら
は
、
カ
フ

　

ェ
イ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

　

を
飲
ま
な
い
。
喫
煙
も
控
え
る

▽
寝
付
け
な
い
と
き
は
、
い
っ
た

　

ん
床
を
離
れ
、
自
然
に
眠
気
が

　

訪
れ
る
の
を
待
つ

夜
の
グ
ッ
ス
リ
睡
眠

▽
温
度
や
湿
度
、
光
、
音
、
香
り

質
の
良
い
睡
眠
と
は

快
眠
の
ポ
イ
ン
ト

　

な
ど
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
る
環

　

境
を
整
え
る

▽
自
分
に
合
っ
た
睡
眠
時
間
を
確

　

保
す
る

　

十
分
な
睡
眠
が
と
れ
な
い
主
な

原
因
と
し
て
は
、
仕
事
や
家
庭
環

境
の
ス
ト
レ
ス
、
不
適
切
な
生
活

習
慣
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
改
善
し
て

も
、
ま
っ
た
く
眠
れ
な
い
、
何
時

間
寝
て
も
寝
足
り
な
い
、
昼
間
突

然
寝
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
い

う
場
合
は
、
睡
眠
障
害
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
早
め
に
医
師

に
相
談
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

睡
眠
障
害
は
相
談
を



2004.8  広報おおの （９）

暮
ら
し
の

架空請求に注意 !

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
ア
ダ
ル
ト
番
組
や
出
会
い
系
サ
イ

ト
の
料
金
を
、
突
然
請
求
さ
れ
る
「
架
空
請
求
」。
は
が
き

や
電
子
メ
ー
ル
で
請
求
を
受
け
た
と
い
う
相
談
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
、
絶
対
に
応
じ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

れ
て
い
る
以
上
の
個
人
情
報
を
聞

き
出
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
個
人
情
報
を
知
ら
れ
る
と

そ
の
後
の
対
応
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
決
し
て
業
者
に
連
絡
を
取
ら

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

届
い
た
請
求
に
つ
い
て
「
正
当

な
も
の
か
」
な
ど
の
不
安
が
あ
る

場
合
は
、
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
は
が
き
や
封
書
、
電
子
メ

ー
ル
な
ど
は
、
相
談
す
る
と
き
の

資
料
や
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際

の
証
拠
と
な
り
ま
す
。
保
管
し
て

お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

架
空
請
求
は
、
勘
違
い
や
思
い

込
み
、
か
か
わ
り
に
な
り
た
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
に
付
け
込
ん
だ

悪
質
な
違
法
行
為
で
す
。

　

請
求
さ
れ
た
内
容
に
心
当
た
り

が
な
け
れ
ば
、
料
金
を
支
払
う
必

要
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
支
払
っ

て
し
ま
う
と
、
取
り
戻
す
こ
と
が

困
難
な
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
多
額

の
請
求
を
送
り
付
け
ら
れ
た
り
、

別
の
業
者
か
ら
請
求
を
受
け
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
電
話
な
ど
で
問
い
合
わ
せ

た
結
果
、
年
齢
や
家
族
、
勤
務
先

や
電
話
番
号
な
ど
、
す
で
に
知
ら

連
絡
を
取
ら
な
い

不
安
な
場
合
は

　

架
空
請
求
は
、
悪
質
業
者
が
何

ら
か
の
名
簿
な
ど
を
基
に
し
て
、

不
特
定
多
数
の
人
に
送
り
付
け
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

請
求
書
の
内
容
や
形
状
は
、
大

変
巧
妙
に
作
ら
れ
て
い
て
、
受
け

取
っ
た
人
の
中
に
は
、
過
去
に
利

用
し
た
も
の
と
勘
違
い
し
た
り
、

家
族
が
使
っ
た
も
の
と
思
い
込
ん

だ
り
し
て
、
支
払
っ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
紛
ら
わ
し
い
形
状
】

○
窓
付
き
封
筒
や
シ
ー
ク
レ
ッ
ト 

　

は
が
き
を
使
い
、
銀
行
や
公
的 

　

機
関
か
ら
の
も
の
と
思
わ
せ
る

○
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を
使
い
、
正
規 

　

の
社
印
が
押
し
て
あ
る
か
の
よ 

　

う
な
印
刷
を
す
る

○
住
所
や
代
表
電
話
番
号
ら
し
き 

　

も
の
を
印
刷
す
る

○
弁
護
士
や
弁
護
士
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

　

法
人
な
ど
を
か
た
る

悪
質
・
巧
妙
な
手
口

請求はがきの例
　この度、貴殿がご利用になられた通信会社の依頼
により、同社の貴殿に対する利用料金未納分につき
まして受任することになりましたので通知いたしま
す。これは電子消費者契約民法特例法上、法務省認
可通達書となっておりますので、連絡なきお客様に
つきましてはやむをえず裁判所からの書類通達後、
指定の裁判所へ出頭となり、裁判後は、給料差し押
さえおよび動産物差し押さえを強制執行させていた
だきます。また、お支払いの意思がないものとみな
し、担当回収員が、ご自宅または勤務先に直接回収
に伺います。なお、その際には別途事務手数料が加
算され、かなりの高額請求となりますのでご承知お
きください。
　○○債権回収会社　△△郡○○町××
　連絡先　090－○○○○－0001
　営業時間　午前９時～午後３時まで
　最終受付期限　○月○日
　※弊社は正規の債権回収業者です



その３

　

病
気
や
仕
事
な
ど
、
家
庭
で
の

子
育
て
が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ

た
場
合
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
紹
介
し
ま
す
。

　

病
気
や
看
護
な
ど
で
、
一
時
的

に
家
庭
で
養
育
で
き
な
い
子
ど
も

を
施
設
で
預
か
り
ま
す
。

期
間　

原
則
七
日
以
内

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
、
仕
事
な
ど

で
帰
り
が
夜
間
に
な
る
場
合
や
冠

婚
葬
祭
な
ど
で
土
・
日
・
祝
日
の

昼
間
、
留
守
に
す
る
場
合
に
、
子

ど
も
を
施
設
で
預
か
り
ま
す
。

　

二
つ
の
事
業
と
も
利
用
方
法
は

次
の
通
り
で
す
。

施
設
名　

偕
生
慈
童
苑

料
金　

下
表
の
と
お
り

申
し
込
み
方
法　

事
前
に
印
鑑
を

　

持
参
の
上
、
福
祉
課
に
申
請 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
児
童
福
祉
係(

☎
66
・ 

　

１
１
１
１
内
線
４
７
４)
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開成中　三味線クラス

　

城
ま
つ
り
で
バ
チ
さ
ば
き
披
露

今月のスナップ

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
　〒912-8666大野市天神町1-1
　市役所情報広報課広報広聴係
　（☎66・1 1 1 1　内線441）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

米パン給食開始。お味は？
 （乾側小学校）

　

夏
の
大
野
を
熱
く
す
る
「
お
お

の
城
ま
つ
り
」
で
、
二
日
間
に
わ

た
り
三
味
線
を
披
露
し
て
く
れ
る

の
が
、
開
成
中
学
校
三
味
線
ク
ラ

ス
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

ニ
年
生
と
三
年
生
十
八
人
ず
つ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
の
授
業
で

三
味
線
を
選
択
。
市
内
で
活
動
す

る
三
味
線
・
民
謡
サ
ー
ク
ル
「
三

峰
会
」
の
武
内
廣
さ
ん
を
特
別
講

師
と
し
て
招
き
、
週
一
回
の
ペ
ー

ス
で
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

顧
問
の
喜
多
佐
由
里
先
生
も
三

峰
会
の
メ
ン
バ
ー
。
生
徒
た
ち
に

日
本
古
来
の
楽
器
に
触
れ
て
ほ
し

い
と
、
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と

を
思
い
つ
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
授
業
を
選
択
し
た
生
徒
た

ち
は
「
小
学
生
の
時
に
三
味
線
を

弾
い
て
い
る
姿
を
見
て
興
味
が
あ

っ
た
」
「
外
国
の
楽
器
は
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
で
体
験
し
て
い
る
が
、

日
本
の
楽
器
に
も
触
れ
て
み
た
か

っ
た
」
と
珍
し
い
三
味
線
の
授
業

に
満
足
げ
な
様
子
。
地
域
に
密
着

し
た
活
動
に
参
加
し

た
い
と
城
ま
つ
り
を

目
標
に
練
習
中
で
、

「
三
味
線
は
弦
の
扱

い
方
が
と
て
も
難
し

い
け
ど
、
本
番
に
向

け
て
頑
張
り
た
い
」

と
練
習
に
も
熱
が
入

り
ま
す
。

　

練
習
指
導
す
る
武

内
さ
ん
は
「
弾
く
時

の
姿
勢
は
と
て
も
大

事
な
の
で
、
練
習
の

た
び
に
指
導
し
て
い

ま
す
。
覚
え
が
早
く

て
、
リ
ズ
ム
感
も
あ

る
の
で
教
え
が
い
が

あ
り
ま
す
」
と
生
徒

た
ち
の
成
長
ぶ
り
を

頼
も
し
げ
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

城
ま
つ
り
で
は
、
二
年
生
が
十

四
日
に
、
三
年
生
が
十
五
日
に
し

っ
ち
ょ
い
な
節
や
大
野
音
頭
、
御

前
踊
り
を
演
奏
す
る
予
定
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
） その３

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

　
（
夜
間
養
護
・
休
日
預
か
り
）

　次の施設では、子育てに関する悩みや相談にお答え
しています。気軽に相談ください。
○ちっくたっく（ショッピングセンターヴィオ内）
　時間帯　ヴィオ営業日の午前10時～午後６時30分
　問い合わせ先　ちっくたっく（☎66・3775）
○子育て支援センター（義景保育園内）
　時間帯　月曜日から金曜日の午前９時～午後４時
　問い合わせ先　子育て支援センター（☎65・7188）
　※各種相談日の「センターだより」もご覧ください

事　　業　　名 利用者負担額（１人）

短期入所
（2歳未満の子）

　　　　（2歳以上の子)

１日5350円（1100円）

１日2750円（1000円）

夜間養護 １回　750円 （300円）

休日預かり １回1350円 （350円)

利用料金（カッコ内は市民税非課税世帯の場合）

補助制度　　
　　あれこれ



甘
味
た
っ
ぷ
り
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　夏の果物の王様といえば・・・。
スイカや桃を想像する人も多いの
では。夏本番を迎え、朝市にも色
合い豊かな果物が並びます。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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畑
中
五
百
治
さ
ん
は
、
山
を
手

入
れ
す
る
技
術
や
四
十
年
以
上
に

わ
た
っ
て
林
業
の
振
興
に
取
り
組

ん
だ
功
績
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
県

の
平
成
十
五
年
度
造
林
関
係
コ
ン

ク
ー
ル
良
質
材
生
産
の
部
で
林
野

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

良
質
材
生
産
の
部
は
、
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
を
十
五
年
か
ら
三
十
年
か

け
て
育
て
た
民
有
林
を
対
象
に
、

間
伐
、
枝
打
ち
の
技
術
や
良
質
な

木
を
育
て
る
た
め
の
熱
意
な
ど
を

総
合
的
に
審
査
す
る
も
の
で
す
。 

　

畑
中
さ
ん
は
十
四
、
五
歳
の
こ

ろ
に
初
め
て
山
に
行
き
、
農
業
の

傍
ら
、
植
栽
や
間
伐
な
ど
を
行
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
根
元
か
ら
成
長
し
た
、
幹
の

太
い
木
を
育
て
る
に
は
、
日
光
が

地
表
ま
で
届
く
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
な
ん
で
す
。
そ
の
環
境

を
整
え
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の

が
間
伐
や
枝
打
ち
で
、
ど
ち
ら
を

選
ぶ
か
は
、
山
全
体
を
見
て
決
め

ま
す
。
木
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
の
で
、
一
度
き
れ
い
に
し
て
も

十
年
後
に
は
ま
た
、
手
入
れ
が
必

要
な
ん
で
す
」

　

手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
森
林

が
増
え
、
環
境
へ
の
影
響
や
長
雨

に
よ
る
土
砂
流
出
が
、
最
近
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
間
伐
や
枝
打
ち
の
方
法
、
木

の
品
種
の
違
い
な
ど
を
知
っ
て
い

る
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人

に
は
ぜ
ひ
、
手
入
れ
の
技
術
や
知

識
を
習
得
し
て
も
ら
い
、
間
伐
や

枝
打
ち
の
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
ス
ギ
の
中
で
ケ
ヤ
キ
を

植
栽
中
。
ケ
ヤ
キ
は
日
光
を
得
よ

う
と
真
っ
す
ぐ
に
成
長
す
る
と
の

こ
と
で
、
実
際
に
植
え
て
育
て
方

を
勉
強
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
大
野
市
の
木
で
あ
る
ケ
ヤ
キ

の
成
長
が
楽
し
み
で
、
こ
れ
か
ら

も
、
元
気
な
限
り
山
の
手
入
れ
を

続
け
た
い
で
す
。」
と
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

良
質
材
生
産
の
部
で
長
官
賞

　

畑
中　
五い

百お

治じ　
さ
ん
（
62
歳
・
上
黒
谷
）

　今年はアテネオリンピックの年です。そこで、紀
元前700年ごろから約1200年もの間続いた、古代
オリンピックに関する本を紹介します。
　古代オリンピックの期間中は、すべての参加国が、
争いごとをやめて、競技に専念すると定めた「聖な
る休戦条約」を守りました。競技種目は徒競走の一
種目だったものが、古代ギリシア文化の発展ととも
に増えていきました。
　古代オリンピックの歴史を、古代史の流れと数々
のエピソードで物語る一冊です。

　

新

着

図

書

【
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

紅
の
袖
（
諸
田
玲
子
）
恩
は
あ
だ

で
返
せ
（
逢
坂
剛
）
人
間
の
天
敵

（
森
村
誠
一
）
風
極
の
岬
（
夏
樹

静
子
）
風
音
（
目
取
真
俊
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

Ｎ
Ｑ
（
キ
ム
・
ム
ゴ
ン
）
上
司
は

思
い
つ
き
で
も
の
を
言
う
（
橋
本

治
）
ガ
ラ
ク
タ
遊
び
図
鑑
（
石
橋

昭
夫
）
ふ
ろ
し
き
の
贈
り
物
（
森

田
知
都
子
）
子
ど
も
の
お
こ
づ
か

い
練
習
帳
（
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
デ

ュ
ー
イ
）

【
児
童
図
書
】

お
ば
け
む
ら
（
南
部
和
也
）
ね
え

だ
っ
こ
し
て
（
竹
下
文
子
）
エ
ル

シ
ー
・
ヒ
ド
ッ
ク
、
ゆ
め
で
な
わ

と
び
を
す
る
（
エ
リ
ナ
ー
・
フ
ァ

ー
ジ
ョ
ン
）
マ
マ
が
お
う
ち
に
か

え
っ
て
く
る
！
（
ケ
イ
ト
・
バ
ン

ク
ス
）
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
さ
か
な

ど
ろ
ぼ
う
（
ジ
ョ
ン
・
キ
ラ
カ
）

う
し
ろ
に
い
る
の
だ
あ
れ
（
ふ
く

だ
と
し
お
）
お
ち
ゃ
め
な
パ
ッ
テ

イ
大
学
へ
行
く
（
ジ
ー
ン
・
ウ
エ

ブ
ス
タ
ー
）
盲
導
犬
不
合
格
物
語

（
沢
田
俊
子
）

　

そ
の
他
、
三
百
四
十
二
冊
入
り

ま
し
た
。

楠見千鶴子著　講談社刊

　『ギリシャの
　　　古代オリンピック』

問い合わせ先　朝市出荷組合
　（☎69・9520：月～金、午前中）

　お盆は、墓参りのために帰省す
る人も多く、そのための花も用意
してあります。ぜひお出掛けくだ
さい。

お
花
も
た
く
さ
ん



　市民劇団「チャップス」公演が７月10日、文化会館
で行われました。今回、劇団結成25周年を記念して
ジュニア部門を立ち上げ、旗揚げ公演も同時開催。会
場の親子連れなど約600人は、子どもたちの一生懸命
な姿に、まるで自分が舞台で演じているかのように見
入っていました。

チャップス・ジュニア　旗揚げ

話題の広場
2004.8 広報おおの（12）

　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　市民と行政との協働地域づくり研究塾として、総
合的なまちづくりを考える「大野明倫館」の開講式
が６月26日、有終会館で開かれました。今回のテー
マは「大野学」。市内外から約40人が参加し、２年
をかけて地域づくりの先進事例を学んだり大野に合
ったまちづくりの調査研究を行ったりしていきます。

「大野学」をテーマに開講

　「心豊かでたくましく生きる力をもつ青少年の育成
をめざして」をテーマに、青少年健全育成推進大会が
６月26日、有終会館で行われました。指導者表彰や
少年の主張などに引き続き、矢納正人さんの講演が行
われ、会場を訪れた約250人は、青少年に対する学校・
地域・社会の役割をあらためて考えました。

青少年の育成をめざして

　木の響きの広がる平蔵で毎年行われている「平蔵
ふれあいコンサート」。１回目のマリンバandピア
ノコンサートが７月10日に行われました。平蔵ふ
れあいコンサートは、９月と11月にも予定されて
います。

マリンバ・ピアノの響き

　６月13日～27日にかけ、市民総合体育大会の夏季
大会が各会場で行われました。ソフトボールやバドミ
ントン、陸上など11種目に約1200人が参加。２月の
スキー大会を含む各種目の得点の結果、下庄地区が総
合優勝しました。

下庄地区が優勝（市総体）



現地講座
（７月４日 真名川下流）

話題の広場
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話題の広場

　７月１日で50歳を迎えた大野市。市制50周年を記念して
「おおの子どもサマーフェスタ」を行っています。３日と４日
に行われた子ども環境塾（水環境塾、イトヨ塾）では、水や
イトヨをテーマに事例発表や体験学習などを実施。８月も市
内各地でイベントが行われます。

身近な話題をお知らせください。

　昭和58年に大野市と「友好の契り」を交わし、交
流を続ける北海道三石町、岩手県葛巻町、新潟県能生
町、兵庫県南淡町。４町の町長や議長など総勢29人を
迎えて、６月30日に市内散策や交流会、翌７月１日に
は、懇話会などを実施しました。また同日の市制50周
年の記念式典に招待し、交流を深めました。

大野とゆかりの地　交流深める

おおの子どもサマーフェスタ
イトヨの木工模型づくり（７月４日 イトヨの里）

現地講座
（７月４日 真名川下流）

森下郁子さん講演会（７月３日 文化会館）

まめ記者取材中

環境学習事例発表会（７月３日 文化会館）



●木のぬくもりぬくぬくコンサート
日時　８月29日㊐午後７時～
場所　平成大野屋 平蔵
内容　第２回ファゴット、バイオリン& ピアノ
　コンサート
入場料　1000円
●平蔵ふれあいコンサート
日時　９月11日㊏午後７時～
場所　平成大野屋　平蔵
内容　バンドネオンandバイオリン
　タンゴナイト（４重奏）
入場料　2000円
申し込み・問い合わせ先
　教育委員会文化振興室
　（☎66・1111内線546）

化
祭
・
ふ
く
い
２
０
０
５
」
が
、

県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の

中
で
、
本
市
で
行
わ
れ
る
ヤ
ン
グ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
ぎ
ゅ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　

ｉ
ｎ　

Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
の
企
画
や
運
営
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

　

音
楽
好
き
な
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
資
格　

高
校
生
以
上

応
募
締
め
切
り
日　

８
月
31
日
㊋

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委

　

員
会
文
化
振
興
室
（
☎
66
・
１

　

１
１
１
内
線
５
４
６
）

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分

た
ち
の
ア
イ
デ
ア
で
盛
り
上
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。

資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭 

　

和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
平
成
17
年
成
人
式
は
、
平
成
17 

　

年
１
月
９
日
㊐
に
開
催
予
定

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委

　

員
会
社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１

　

１
１
１
内
線
５
４
２)
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8月

　

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
不

妊
治
療
の
中
で
、
体
外
受
精
と
顕

微
授
精
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
所

得
制
限
や
県
が
指
定
す
る
医
療
機

関
で
治
療
を
受
け
る
な
ど
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

66
・
２
０
７
６
）

　

児
童
手
当
は
、
こ
れ
ま
で
「
小

学
校
入
学
前
の
児
童
」
ま
で
が
支

給
対
象
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

　
「
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
」

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
手
当

は
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
所
得
が
一

定
額
以
上
の
場
合
は
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
）

　

今
回
の
改
正
で
、
小
学
校
２
・

３
年
生
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
は
、
児
童
手
当
の
請
求
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な

い
人
は
、
忘
れ
ず
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課
児
童
福 

　

祉
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線 

　

４
７
５)

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も
の
で
あ
れ
ば

俳
句
・
短
歌
調
な
ど
の
制
限
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

応
募
は
各
公
民
館
に
あ
る
応
募

用
紙
を
利
用
く
だ
さ
い
。
一
人
に

つ
き
一
標
語
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
締
め
切
り
日　

８
月
31
日
㊋

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管

　

理
委
員
会
（
〒
９
１
２―

８
６

　

６
６
大
野
市
天
神
町
１―

１
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
３
６
１
）

日
時　

８
月
20
日
㊎
午
前
９
時
30 

　

分
〜
午
後
８
時
▼
21
日
㊏
午
前

　

９
時
〜
午
後
８
時
▼
22
日
㊐
午

　

前
９
時
〜
午
後
４
時

　

※
表
彰
式
は
22
日
㊐
午
後
３
時
〜

場
所　

有
終
会
館

部
門　

絵
画
・
造
形
、
彫
塑
、
工 

　

芸
、
書
道
、
写
真

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

　

化
振
興
室
（
☎
66
・
１
１
１
１

　

内
線
５
４
６)

日
時　

９
月
17
日
㊎
午
後
７
時
〜

場
所　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

内
容　

握
力
・
立
ち
幅
跳
び
な
ど

対
象　

20
歳
〜
64
歳
ま
で
の
人

定
員　

55
人

参
加
料　

無
料

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
27
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
２
）

　

平
成
17
年
に
「
第
20
回
国
民
文

第
25
回
大
野
市
美
術
展

文
化
振
興
室

国
民
文
化
祭
イ
ベ
ン
ト

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

文
化
振
興
室

〝
明
る
い
選
挙
〞

　
　
　
　
　

標
語
募
集

選
挙
管
理
委
員
会

体
外
受
精
と
顕
微
授
精

　
　

費
用
の
一
部
助
成

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

児
童
手
当

　
　

支
給
対
象
を
拡
大

福
祉
課

平
成
17
年
成
人
式

　
　

実
行
委
員
を
募
集

社
会
教
育
課

体
力
年
齢
テ
ス
ト

ス
ポ
ー
ツ
課

コ ン サ ー ト 情 報
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● INFORMATION

採
用
予
定
人
員 

　
【
一
般
採
用
】

　

一
般
職
・
事
務
５
人
程
度

　
【
社
会
人
採
用
】

　

一
般
職
・
事
務
１
人
程
度

受
験
資
格

　
【
一
般
採
用
】
高
校
卒
業
程
度
の

　

学
力
が
あ
り
、
昭
和
54
年
４
月 

　

２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
人

　
【
社
会
人
採
用
】
就
業
歴
が
平
成

　

17
年
３
月
末
で
５
年
以
上
あ
り
、 

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
日
本
の
国
籍
が
な
く
て
も
受
験

　

で
き
ま
す

試
験
日
程

　
【
一
次
】
教
養
試
験
・
適
性
検
査 

　

＝
９
月
19
日
㊐
有
終
会
館

　
【
二
次
】
作
文
試
験
・
口
述
試
験

　

 

・
健
康
診
査
＝
10
月
24
日
㊐

申
込
受
付
期
間　

８
月
２
日
㊊
〜

　

23
日
㊊
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求　

直
接
ま
た
は
郵 

　

便
で
請
求
。
郵
便
の
場
合
は
、

　

封
筒
の
表
に
「
一
般
採
用
試
験

　

申
込
書
請
求
」
ま
た
は
「
社
会

　

人
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

　

朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

　

た
返
信
用
封
筒
と
１
２
０
円
切

　

手
を
添
え
て
送
付

申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に
必
要 

　

事
項
を
明
記
の
上
、
写
真
を
張

　

り
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先　

〒
９
１
２
ー
８
６
６

　

６
大
野
市
天
神
町
１
ー
１
大
野

　

市
役
所
総
務
課
職
員
係
（
☎
66

　
・
１
１
１
１
内
線
２
４
１
）

採
用
予
定
人
員　

消
防
吏
員
２
人

受
験
資
格　

高
校
卒
業
程
度
の
学 

　

力
が
あ
り
、
昭
和
54
年
４
月
２

　

日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程

　
【
一
次
】
教
養
試
験
・
消
防
適
性 

　

検
査
＝
９
月
19
日
㊐
有
終
会
館

　
【
二
次
】
口
述
試
験
・
作
文
試
験

　

・
基
礎
運
動
機
能
検
査
＝
10
月

　

23
日
㊏

申
込
受
付
期
間　

８
月
２
日
㊊
〜 

　

23
日
㊊
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求　

直
接
ま
た
は
郵 

　

便
で
請
求
。
郵
便
の
場
合
は
、

　

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

　

申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、 

　

あ
て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封

　

筒
と
１
２
０
円
切
手
を
添
え
て

　

送
付

申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に
必
要 

　

事
項
を
明
記
の
上
、
写
真
を
張

　

り
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先　

〒
９
１
２
ー
０
０
８

　

４
大
野
市
天
神
町
７
ー
14
大
野

　

地
区
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
66

　
・
０
１
１
９
内
線
２
２
２
）

　

国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
を
全
額
ま
た
は
半
額
免

除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
離
職
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、

　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
）
の
証
明
（
雇
用
保
険
受

　

給
資
格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保

　

険
被
保
険
者
離
職
票
）
を
添
え

　

て
申
請

▽
免
除
を
受
け
る
た
め
の
基
準
と

　

な
る
前
年
所
得
に
は
、
被
保
険

　

者
本
人
だ
け
で
な
く
配
偶
者
・ 

　

世
帯
主
の
所
得
を
含
む

▽
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
の
期 

　

間
は
、
申
請
し
た
月
の
前
月
か

　

ら
翌
年
６
月
分
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課 

　

国
保
年
金
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
５
６
）

日
時　

９
月
５
日
㊐
午
前
９
時
〜

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生

種
目　

自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳 

　

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
板
キ
ッ
ク

参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
）

Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
大
会

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

国
民
年
金
保
険
料

免
除
の
申
請
に
つ
い
て

市
民
課

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
24
日
㊋

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎
64

　
・
１
３
１
１
）

日
時　

９
月
２
日
〜
10
月
４
日
ま 

　

で
の
毎
週
㊊
・
㊍
午
後
７
時
〜

場
所　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象　

一
般
男
女

定
員　

20
人

参
加
料　

１
０
０
０
円（
保
険
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
☎
66
・
１ 

　

４
３
３
）

試
験
日　

11
月
14
日
㊐

試
験
会
場　

大
野
東
高
校

予
備
講
習
会　

調
理
師
10
月
13
日 

　

㊌
・
14
日
㊍
▼
製
菓
衛
生
師
10 

　

月
１
日
㊎
・
14
日
㊍

願
書
受
け
付
け　

９
月
１
日
㊌
〜

　

21
日
㊋
（
配
布
は
８
月
中
旬
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

66 

・
２
０
７
６
）

　

平
成
16
年
度
の
県
職
員
採
用
Ⅱ

種
試
験
、
県
学
校
栄
養
士
採
用
試

験
、
県
市
町
村
立
小
・
中
学
校
事

務
職
員
採
用
試
験
、
県
交
通
巡
視

員
採
用
試
験
、
県
警
察
官
Ａ(

武

道
指
導)

採
用
試
験
、
警
察
官
Ｂ

採
用
試
験
、
県
女
性
警
察
官
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
け
付
け
期
間　

８
月
13
日
㊎
〜

　

27
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０

　

７
７
６
・
20
・
０
５
９
３)

　

８
月
14
日
㊏
〜
16
日
㊊
に
行
わ

れ
る
お
お
の
城
ま
つ
り
に
、
浴
衣

で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
浴
衣
の
貸

し
出
し
と
着
付
け
の
事
前
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
料　

１
日
１
０
０
０
円

※
着
付
け
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
を 

　

含
む

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

お
お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

　

事
務
局
（
大
野
商
工
会
議
所
内

　

☎
66
・
１
２
３
０)

県
職
員
を
募
集県

人
事
委
員
会

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

　

試
験
と
予
備
講
習
会

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆　
市　

職　

員　
◆

◆　
消
防
職
員　
◆

●●●●●●●●●●●●●　職　員　の　募　集　●●●●●●●●●●●●●

浴
衣
の
貸
し
出
し
と
着
付
け

城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
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庭
先
に
咲
く
朝
顔
の

涼
し
げ
な
青
が
、
暑
さ

に
ほ
っ
と
一
息
入
れ
て

く
れ
る
。
夜
空
に
は
天

の
川
が
く
っ
き
り
と
懸

か
り
、
風
に
乗
っ
て
聞

こ
え
て
く
る
祭
囃ば

や
し子

が
夏
本
番
を
告
げ
る
。
ふ

る
さ
と
大
野
の
八
月
は
、
街
も
人
も
熱
い
▼
し

か
し
、
夜
空
を
彩
る
花
火
を
よ
そ
目
に
、
う
つ

む
い
た
ま
ま
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
夢
中
に
な

っ
て
い
る
若
者
の
姿
が
目
に
つ
く
。
何
と
も
味

気
な
い
。
こ
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
普
及

に
よ
り
、
画
面
上
の
音
も
感
情
も
な
い
言
葉
の

は
ざ
ま
で
、
人
々
の
心
の
温
度
が
ど
ん
ど
ん
低

下
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
乾
い

た
言
葉
が
時
折
人
の
心
を
刺
し
、
痛
ま
し
い
事

件
を
引
き
起
こ
す
。
一
昔
前
に
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
だ
▼
命
の
大
切
さ
や
心
の
教
育
が

叫
ば
れ
て
い
る
が
、
一
夜
に
し
て
成
る
も
の
で

は
な
い
。
日
々
の
営
み
や
四
季
折
々
の
中
で
体

感
し
、
こ
つ
こ
つ
積
み
重
ね
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
忙
し
さ
や
便
利
さ
に
お
ぼ
れ
て
し
ま
っ
て

は
、
大
切
な
場
面
を
見
失
う
。
わ
れ
わ
れ
大
人

や
地
域
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
▼
市
制
五
十

周
年
を
記
念
し
「
お
お
の
子
ど
も
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
月
も
子
ど
も

人
形
浄
瑠
璃
の
上
演
や
工
作
教
室
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
だ
。
多
く
の
も
の
に
直
に
手
と
心
で

触
れ
、
生
き
た
経
験
を
し
て
ほ
し
い
▼
お
盆
に

は
、「
第
三
十
七
回
お
お
の
城
ま
つ
り
」
が
盛

大
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
紙
灯
ろ

う
も
会
場
を
彩
る
。踊
る
あ
ほ
う
も
悪
く
な
い
。

こ
の
日
ば
か
り
は
、
老
い
も
若
き
も
こ
ぞ
っ
て

繰
り
出
し
、
大
野
の
夏
を
五
感
で
存
分
に
楽
し

も
う
（
羽
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

７月中の異動

６月１日現在
11,966世帯
39,557人
18,886人
20,671人

前　月　比
－2世帯
－34人
－19人
－15人

転入
転出

45人
72人

出生
死亡

22人
29人

総　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

343件
81件
1人
92人
262件

平成16年
６ 月 末 比 較平成15年

６ 月 末
328件
64件
1人

102人
264件

＋15件
＋17件
0人

－10人
－2件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

い
よ
い
よ
九
月
か
ら
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。
有
終
西
小
学
校
の

卒
業
生
と
し
て
は
、
思
い
出
深

い
校
舎
が
な
く
な
る
寂
し
さ
を

感
じ
る
反
面
、
新
し
い
施
設
へ

の
期
待
感
も
。
た
く
さ
ん
の
市

民
が
「
素
晴
ら
し
い
」
と
実
感

で
き
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
（
竹
）

編
集
後
記

内　訳

　

刈
込
池
の
手
前
、
下
小
池
駐

車
場
か
ら
三
十
分
ほ
ど
山
道
を

登
っ
た
と
こ
ろ
に
、「
白し

ら

滝た
き

」

と
呼
ば
れ
る
滝
が
あ
り
ま
す
。

落
差
は
約
十
二
㍍
で
、
幅
は
約

十
五
㍍
。
滑
ら
か
な
岩
肌
を
伝

い
、
冷
た
く
澄
ん
だ
水
が
豊
富

に
流
れ
落
ち
て
い
ま
す
。
周
囲

に
は
、
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た

天
然
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

大
野
え
え
と
こ
㉙

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

⑰

竹
内
善
忠
邸
（
横
枕
二
十
一
ー
十
一
）

　

国
道
一
五
七
号
か
ら
横
枕
橋
に
向
か
い
、
横
枕
を

南
北
に
貫
く
農
道
を
右
折
す
る
と
、
左
手
に
位
置
。

大
き
な
ト
タ
ン
屋
根
の
下
に
は
、
昔
な
が
ら
の
か
や

葺ぶ

き
屋
根
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

寺
島
藤
雄
邸
（
南
新
在
家
十
四
ー
四
十
三
）

　

国
道
一
五
七
号
か
ら
真
名
川
大
橋
に
向
か
っ
て
す

ぐ
左
手
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
東
向
き
の
門
と
そ
の

奥
に
見
え
る
屋
根
が
大
き
く
迫
力
が
あ
り
、
特
徴
的

で
す
。


